
 

 

 

 

 

 

バーベキューと夏休み 
校長 笹川 隆  

 7／4（火）・5（水）、6年生 61名は、石川県に修学

旅行に行ってきました。コロナ禍による規制がある

程度緩和されたことにより、子どもたちは 2 日間の

日程を大いに楽しみました。 

1日目の夕食は、バーベキューでした。修学旅行で

すので、きっといろいろと用意がされていて、ちょ

っと焼いて、難なく食べることができるものを想像

していましたが、さにあらず…。 

火を起こすところから始まる、普通のバーベキュ

ーをしなければならないことが、会場に到着してか

ら分かりました（よく知らなかったのは私だけだったのかもしれませんが）。用意さ

れていた食材を見ると、野菜や肉を焼いて食べた後、焼きそばをつくればよいことが

分かりました。周囲に街灯は少なく、日没までに作って食べて、片付けまで済まさな

くてはなりません。果たして班ごとに夕食づくりはスタートするわけですが、想像通

り、調理に必要な火力を得るところから大いに難航します。 

子どもたちは、物が燃えるには酸素が必要なこと、風を送れば火勢が強まることを

知識としては知っています。調理をするための十分な火力を得るには、木炭をなるべ

く立体的に組み上げて着火し、よく燃えるよう風上側から、強力にうちわであおがな

ければなりません。経験のある子は、自分のすべきことを見つけて動けるのですが、

何をどうしてよいのか分からない子も多い状態でした。その後、苦労を重ねて、最終

的には、どうにかすべての班が焼きそばまでたどり着き、全員がおなか一杯の夕食を

食べることができて一安心でしたが。 

何でもそうですが、私たちが目の前の課題に立ち向かおうとするとき、まずはこれ

までの経験から類推し、こうすればよいだろうという見通しをもって解決に当たって

いきます。しかし、仮に知識としてはもっていても、それを実際に使う経験がそこま

でに全くなかったとしたら、うまく解決に結び付けていくことは難しいでしょう。 

実際にやってみる経験を通して、自分なりの「こういうことなんだ」という実感的

な理解を伴って、初めて役立つ知識となり、それが次なる課題の解決のための武器と

なり、そうした経験の積み重ねが、困難を乗り越える力、よりよく生きていく力に結

び付いていく、ということになります。 

まもなく始まる夏休み。たくさんの経験をする絶好のチャンスです。子どもたちが

自分の五感を働かせ、いろいろなことに挑戦する経験を重ねてほしいと願っています。 
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＜７月の学校教育活動の様子＞ 

7月 10日（月）地域子ども会、防犯集会 
 「上越市防犯の日」の取組に合わせて、地域子ども会及び防犯集会を行いました。 

 前半の地域子ども会では、1 学期の登下校の様子を振り返ったり、地域の危険個所の確認

をしたりしました。また夏休みを前に、楽しく安全に過ごすために家庭で気を付けることに

ついても話し合われました。 

 後半の防犯集会では、防犯に関するクイズに答えながら、身の安全を守る方法について確

認しました。 

 また、上越警察署スクールサポーターの尾木様からは、不審者などに出会った際に取るべ

き安全な行動や、危険な場所には近付かないことなど、自分の身を守る方法についてお聞き

しました。さらに、交通安全支援員の利根川様からは、交通事故から身を守るための登下校

の安全な歩き方についてお聞きしました。 

 夏休みは学校を離れ家庭や地域で過ごすことになります。交通事故や不審者被害にあわな

いためにも、「自分の命は自分で守る」ことのできる子どもたちを育てていきます。２学期の

スタートはどの子も元気に登校できますよう、ご家庭や地域での見守りのご協力をお願いい

たします。 

各学年の活動から 
 

情報モラルに関する講演会 

（７月１４日） 

～メディアとの正しい関わり方～ 

 

上越教育大学の清水雅之先生をお招きし

て、メディアとの正しい関わり方について学

びました。 

夏休みは家庭で過ごす時間が長くなりま

す。そんな中、つい、ゲームやユーチューブ

に夢中になってしまうこともあるかもしれま

せん。ゲームをすることのよさ（リラックス

できるなど）もありながらも、長くゲームな

どを続けることの悪い面もあることが分かり

ました。 

依存症を防ぎ、健康な生活を過ごすために

も、ぜひご家庭でもメディアに関するルール

を再確認してみてはいかがでしょうか。 

校外学習（７月７日） 

～クリーンセンター見学～ 

  

社会科の学習の一環として、上越市のごみ

処理について学ぶため、クリーンセンターの

見学を行いました。 

見学の中で子どもたちが驚いたのはごみを

つかむ大きなクレーンです。次々とごみピッ

トに入れられるごみをつかんで持ち上げる迫

力に、子どもたちは大喜びでした。 

その後持ち込まれたごみが焼却され処分さ

れるプロセスをじっくりと観察しました。 

上越市全体のごみについて、どんな人がど

のように処理しているのかを丁寧に学ぶこと

ができました。この学習を機に、子どもたち

が自分たちの出すごみについて考えさせて行

きたいと思います。 


